5.5 水　質

5.5.1  現況調査

（1） 資料調査

1） 調査概要

槇尾川及び大津川の水質の現況について、「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）等により、生活環境項目、健康項目及びダイオキシン類の調査結果について整理した。

槇尾川及び大津川での水質の資料調査地点位置は、図5-5-1に示すとおりであり、選定した水質予測項目の測定状況は、表5-5-1に示すとおりである。
表5-5-1(1)　槇尾川及び大津川の水質調査項目

	測定地点　
測定項目
	和田町

槇尾川
城前橋
	槇尾川
繁和橋
	大津川

高津取水口

	流　　量
	－
	○
	－

	生活環境項目
	ＢＯＤ
	○
	○
	○

	
	ＣＯＤ
	○
	○
	○

	
	ＳＳ
	○
	○
	○

	
	全窒素
	○
	○
	○

	
	全燐
	○
	○
	○

	
	全亜鉛
	○
	○
	○

	健康項目
	○
	○
	○


資料：「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
「平成19年度　和泉市水質調査結果報告書」（和泉市）

表5-5-1(2)　大津川の水質項目調査（ダイオキシン類）
	測定地点　
測定項目
	大津川
大津川橋

	流　　量
	○

	ダイオキシン
	○


資料：「平成19年度　大阪府域のダイオキシン類常時監視結果報告書」（大阪府）
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図5-5-1 水質の資料調査地点

2） 調査結果

槇尾川及び大津川の水質等の現況調査結果（平成19年度）は、表5-5-2及び表5-5-3に示すとおりである。

槇尾川の繁和橋と大津川の高津取水口のＢＯＤは、いずれも75％値が環境基準値（Ｂ類型：3mg/L）を上回っており、環境基準に適合していなかった。また、健康項目及びダイオキシン類については、すべて環境基準に適合していた。
　表5-5-2(1) 槇尾川及び大津川の水質等調査結果（生活環境項目等）
	河川名
	槇尾川
	槇尾川
	大津川
	環境

基準値

	測定地点
	城前橋
	繁和橋
	高津取水口
	

	水域類型
	Ｂ
	Ｂ
	Ｂ
	

	流量

(m3/s)


	平均値
	－
	0.13
	0.65
	

	
	最小値
	－
	0.03
	0.20
	

	
	最大値
	－
	0.33
	1.68
	

	
	測定回数
	－
	48
	48
	

	BOD

(mg/L)
	75％値
	－
	4.1
	3.9
	3

	
	平均値
	1.5
	4.9
	3.5
	

	
	最小値
	0.5
	2.4
	2.2
	

	
	最大値
	2.8
	15
	4.8
	

	
	m/n
	－
	10/12
	8/12
	

	COD

(mg/L)
	平均値
	4.8
	5.9
	6.1
	

	
	最小値
	3.6
	4.4
	4.7
	

	
	最大値
	5.7
	7.7
	8.4
	

	
	m/n
	－
	-/12
	-/12
	

	SS

(mg/L)
	平均値
	4.7
	7
	13
	25

	
	最小値
	1.6
	3
	3
	

	
	最大値
	13
	17
	45
	

	
	m/n
	－
	0/12
	1/12
	

	全窒素

(mg/L)
	平均値
	1.6
	2.2
	2.1
	

	
	最小値
	0.98
	1.4
	1.8
	

	
	最大値
	2.2
	2.7
	2.4
	

	
	m/n
	－
	-/4
	-/4
	

	全燐

(mg/L)
	平均値
	0.087
	0.21
	0.20
	

	
	最小値
	0.043
	0.090
	0.14
	

	
	最大値
	0.12
	0.47
	0.26
	

	
	m/n
	－
	-/4
	-/4
	

	全亜鉛※
(mg/L)
	平均値
	0.004
	0.017
	0.016
	(0.03)

	
	最小値
	0.004
	0.017
	0.015
	

	
	最大値
	0.004
	0.017
	0.016
	

	
	m/n
	－
	0/1
	0/2
	


注) 1. mは環境基準に適合しない検体数、ｎは総検体数を示す。

 2.－は出典に記載がないことを示す。

 3.※全亜鉛は特殊項目としての亜鉛の測定結果を示す。

資料：「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
「平成19年度　和泉市水質調査結果報告書」（和泉市）
　表5-5-2(2)  槇尾川及び大津川の水質調査結果（健康項目　年平均値）

	河川名
	槇尾川
	槇尾川
	大津川
	環境

基準値

	測定地点
	城前橋
	繁和橋
	高津取水口
	

	測定項目
	濃度(mg/L)
	測定回数
	濃度(mg/L)
	測定回数
	濃度(mg/L)
	測定回数
	

	カ ド ミ ウ ム
	<0.001
	1
	<0.001
	4
	<0.001
	4
	0.01　

	全 シ ア ン
	<0.1
	1
	N.D.
	4
	N.D.
	4
	検出されないこと。

	鉛
	<0.005
	1
	<0.005
	4
	<0.005
	4
	0.01

	六 価 ク ロ ム
	<0.02
	1
	<0.02
	4
	<0.02
	4
	0.05

	砒 素
	<0.005
	1
	<0.005
	4
	<0.005
	4
	0.01

	総 水 銀
	<0.0005
	1
	<0.0005
	4
	<0.0005
	4
	0.0005

	ア ル キ ル 水 銀
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	検出されないこと。

	Ｐ Ｃ Ｂ
	<0.0005
	1
	N.D.
	1
	N.D.
	1
	検出されないこと。

	ジクロロメタン
	－
	－
	<0.002
	4
	<0.002
	4
	0.02

	四 塩 化 炭 素
	－
	－
	<0.0002
	4
	<0.0002
	4
	0.002

	1,2-ジクロロエタン
	－
	－
	<0.0004
	4
	<0.0004
	4
	0.004

	1,1-ジクロロエチレン
	－
	－
	<0.002
	4
	<0.002
	4
	0.02

	シス-1,2-ジクロロエチレン
	－
	－
	<0.004
	4
	<0.004
	4
	0.04

	1,1,1-トリクロロエタン
	<0.0005
	1
	<0.0005
	4
	<0.0005
	4
	1

	1,1,2-トリクロロエタン
	－
	－
	<0.0006
	4
	<0.0006
	4
	0.006

	トリクロロエチレン
	<0.002
	1
	<0.002
	4
	<0.002
	4
	0.03

	テトラクロロエチレン
	<0.0005
	1
	<0.0005
	4
	<0.0005
	4
	0.01

	1,3-ジクロロプロペン
	－
	－
	<0.0002
	4
	<0.0002
	4
	0.002

	チ ウ ラ ム
	－
	－
	<0.0006
	4
	<0.0006
	4
	0.006

	シ マ ジ ン
	<0.0003
	1
	<0.0003
	4
	<0.0003
	4
	0.003

	チオベンカルブ
	<0.002
	1
	<0.002
	4
	<0.002
	4
	0.02

	ベ ン ゼ ン
	<0.001
	1
	<0.001
	4
	<0.001
	4
	0.01

	セ レ ン
	－
	－
	<0.002
	4
	<0.002
	4
	0.01

	硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
	－
	－
	1.5
	4
	1.4
	6
	10

	ふ っ 素
	0.11
	1
	0.17
	4
	0.16
	6
	0.8

	ほ う 素
	－
	－
	0.19
	4
	0.09
	6
	1


注) 1.－は出典に記載がないことを示す。

2.<は定量下限値未満を示す。

3.N.Dは検出されないことを示す。

4.「検出されないこと。」とは、日本工業規格等に示す測定方法により、測定した場合に、その結果が当該方法の定量限界を下回ることを示す。

資料：「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
「平成19年度　和泉市水質調査結果報告書」（和泉市）
　表5-5-3  大津川の水質調査結果（ダイオキシン類）

	河川名
	大津川
	環境

基準値

	測定地点
	大津川橋
	

	測定項目
	ダイオキシン類
	

	濃度(pg-TEQ/L)
	0.21
	0.25（平均値）
	１(年平均値)

	
	0.29
	
	


資料：「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
（2） 現地調査

1） 調査概要

新池上の下流に位置する新池下から流下する水は、農業用水として利用されている。したがって、新池上及び新池下内（図5-5-2　参照）での水質の現況を把握するため、水質の現地調査を実施した。
調査概要は、表5-5-4に示すとおりである。
調査項目等については、低水期とした時期に生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類を１回、平水期とした時期に、生活環境項目及び農業用水項目を２回（農業用水利用初期及び利用中）を実施した。

表5-5-4　水質の現地調査概要
	調査項目
	生活環境項目、農業用水項目、健康項目、ダイオキシン類、流量

	調査地点
	事業計画地下流のため池２地点（図5-5-2　参照）
· 採水位置　：　新池上、新池下の池中央付近

· 流量観測　：　新池下の放流口　

	調査時期
	・生活環境項目

・農業用水項目
	低水期：平成21年3月17日
平水期：平成21年6月4日（農業用水利用初期）

：平成21年8月5日（農業用水利用中）

	
	・健康項目

・ダイオキシン類
	低水期：平成21年3月17日

	調査方法
	・水質汚濁に係る環境基準に示された方法

・日本工業規格K0312に定める方法


[image: image2.emf]事業計画地


図5-5-2  水質の現地調査地点
水質の現地調査結果
新池上、新池下における流量と水質の現地調査結果は、表5-5-1に示すとおりである。

新池下からの放流量は、低水期については、北東側の越流による放流口で1,035m3/日であった。なお、農業用水の利用時期ではなかったため、他の放流口からの流出は無かったと考えられる。

平水期については、農業用水の利用時期であり、利水のための放流が行われていたと考えられることから、越流による放流はなかった。なお、越流以外の放流口からの流量の確認は困難であった。

また、水質については、ＣＯＤ及び電気伝導度（ＥＣ）は全ての測定値で、全窒素は新池上の低水期、平水期②及び新池下の低水期で、また、pHについては、新池上の平水期①及び新池下の全ての測定値で農業用水基準値を上回っていた。ＳＳは農業用水基準値を下回っており、健康項目とダイオキシン類は環境基準値を新池上・新池下ともに下回っていた。
　表5-5-5(1)　水質の現地調査結果（生活環境項目及び農業用水項目等）
	調査時期
	項　目
	新池上
	新池下
	基準値
	項　目
	新池上
	新池下
	基準値

	低水期
	流量

(m3/日) 
	－
	1,035
	－
	pH※３
	7.5
	7.6
	農水：

6.0～7.5

	平水期①
	
	－
	－
	
	
	7.7
	8.4
	

	平水期②
	
	－
	－
	
	
	7.4
	8.7
	

	低水期
	BOD※３

(mg/L)
	66
	3.7
	農水：－
	DO※３
(mg/L)
	9.4
	9.7
	農水：

　5以下

	平水期①
	
	1.3
	2.7
	
	
	8.7
	11.0
	

	平水期②
	
	1.8
	2.8
	
	
	5.8
	13.0
	

	低水期
	COD※２
(mg/L)
	26
	8.2
	農水：

　６以下
	EC※２
(mS/cm)
	1.30
	0.80
	農水：

　0.3以下

	平水期①
	
	7.7
	8.4
	
	
	1.00
	1.10
	

	平水期②
	
	11
	9.9
	
	
	1.50
	0.71
	

	低水期
	SS※３
(mg/L)
	17
	8
	農水：

100以下
	砒素※４
(mg/L)
	<0.005
	<0.005
	環境：

0.01以下
農水：

0.05以下

	平水期①
	
	27
	8
	
	
	<0.005
	<0.005
	

	平水期②
	
	12
	5
	
	
	<0.005
	<0.005
	

	低水期
	全窒素※３
(mg/L)
	3.8
	2.5
	農水：

　1以下
	全亜鉛※３
(mg/L)
	0.017
	0.005
	農水：

　0.5以下 

	平水期①
	
	0.63
	0.68
	
	
	0.006
	<0.001
	

	平水期②
	
	4.0
	0.80
	
	
	0.008
	0.003
	

	低水期
	全燐※１
(mg/L)
	0.14
	0.045
	－
	銅※２
(mg/L)
	<0.005
	<0.005
	農水：

0.02以下

	平水期①
	
	0.044
	0.061
	
	
	<0.005
	<0.005
	

	平水期②
	
	0.095
	0.049
	
	
	<0.005
	<0.005
	


注)1.※１は生活環境項目を示す。

2.※２は農業用水項目を示す。

3.※３は生活環境項目と農業用水項目の両方に係るものを示す。

4.※４は健康項目と農業用水項目の両方に係るものを示す。

5.調査時期は、低水期：平成21年3月17日、平水期①：同年6月4日、平水期②：同年8月5日

6.<は定量下限値未満を示す。

7.基準値の環境は環境基準値、農水は農業用水基準値を示す。

　（新池上・新池下ともに、農業用水のため池のため、生活環境項目の環境基準値は省略した。）

表5-5-5(2) 水質の現地調査結果（健康項目・ダイオキシン類）
（単位：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類：pg-TEQ/L、その他：mg/L）
	河川名
	新池上
	新池下
	環境基準値

	カ ド ミ ウ ム
	<0.001
	<0.001
	0.01以下

	全 シ ア ン
	<0.1
	<0.1
	検出されないこと。

	鉛
	<0.005
	<0.005
	0.01以下

	六 価 ク ロ ム
	<0.02
	<0.02
	0.05以下

	砒 素※
	<0.005
	<0.005
	0.01以下

	総 水 銀
	<0.0005
	<0.0005
	0.0005以下

	ア ル キ ル 水 銀
	<0.0005
	<0.0005
	検出されないこと。

	Ｐ Ｃ Ｂ
	<0.0005
	<0.0005
	検出されないこと。

	ジクロロメタン
	<0.002
	<0.002
	0.02以下

	四 塩 化 炭 素
	<0.0002
	<0.0002
	0.002以下

	1,2-ジクロロエタン
	<0.0004
	<0.0004
	0.004以下

	1,1-ジクロロエチレン
	<0.002
	<0.002
	0.02以下

	シス-1,2-ジクロロエチレン
	<0.004
	<0.004
	0.04以下

	1,1,1-トリクロロエタン
	<0.0005
	<0.0005
	1以下

	1,1,2-トリクロロエタン
	<0.0006
	<0.0006
	0.006以下

	トリクロロエチレン
	<0.002
	<0.002
	0.03以下

	テトラクロロエチレン
	<0.0005
	<0.0005
	0.01以下

	1,3-ジクロロプロペン
	<0.0002
	<0.0002
	0.002以下

	チ ウ ラ ム
	<0.0006
	<0.0006
	0.006以下

	シ マ ジ ン
	<0.0003
	<0.0003
	0.003以下

	チオベンカルブ
	<0.002
	<0.002
	0.02以下

	ベ ン ゼ ン
	<0.001
	<0.001
	0.01以下

	セ レ ン
	<0.002
	<0.002
	0.01以下

	硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
	0.35
	0.77
	10以下

	ふ っ 素
	0.21
	0.16
	0.8以下

	ほ う 素
	0.36
	0.16
	1以下

	ダイオキシン類
	0.21
	0.16
	1以下


注) 1.※は健康項目と農業用水項目の両方に係るものを示す。

2.<は定量下限値未満を示す。

3.調査時期：低水期の平成21年3月17日に調査を行った。、
5.5.2  影響予測

予測項目は、浸出水処理施設からの処理水放流による河川水質に係る生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類とした。

（1） 予測概要

浸出水処理施設からの処理水放流による槇尾川及び大津川の河川水質の影響について予測した。

予測の概要は、表5-5-6に示すとおりである。

表5-5-6  河川水質に係る予測の概要
	予測項目
	生活環境項目、農業用水項目注１）、健康項目及びダイオキシン類

	予測地点

(図5-5-3)
	・槇尾川の和田町城前橋

・槇尾川の繁和橋

・大津川の高津取水口

・新池下の放流口

・大津川の大津川橋（ダイオキシン類のみ）

	予測手法
	完全混合式注２）

	予測時期
	低水期及び平水期


注１）農業用水項目の予測結果と農業用水基準値との比較については、新池下の放流口のみとした。

注２)　予測手法については、放流水質と下流側の河川水質を比較し、放流水質の方が同じ又は低いか、放流水質が定量下限値未満の場合は、影響が小さいものとし、数値計算（完全混合式）による予測を省略し、定性的な予測とした。
1） 予測の基本的な考え方

変更（拡張）後の最終処分場の稼動に伴って増加する浸出水処理施設からの処理水の放流による影響の程度を、数値計算による定量的な手法により予測を行った。

なお、放流水質と下流側の河川水質を比較して、放流水質の方が同じ又は低いか、放流水質が定量下限値未満の場合は、影響が小さいものとし、数値計算による予測を省略した。

2） 予測地点

予測地点は、図5-5-3に示すとおり、生活環境項目については資料調査が実施されている槇尾川の和田町城前橋、繁和橋、大津川の高津取水口と現地調査を実施した新池下の放流口とした。また、大津川の大津川橋は、ダイオキシン類のみの予測地点とした。

なお、農業用水項目の予測結果と農業用水基準値との比較については、新池下の放流口のみで行うこととした。

[image: image3.emf]大阪湾


図5-5-3　水質の予測地点

3） 予測手法

予測手法は、以下に示す完全混合式を用いた。

予測の手順は、図5-5-4に示すとおりである。

[image: image4.emf]高石市


図5-5-4  河川水質の予測手順
＜完全混合式＞

　　　　　　　　Ｓ・Ｑ＋Ｓ０Ｑ０
[image: image5.emf]泉大津市

　　　　Ｓ’＝

　　　　　　　　　　Ｑ＋Ｑ０
　　ここで、

　　　　　Ｓ’：完全混合したと仮定した時の水質　（mg/L）

     　　 Ｓ　：現況水質　（mg/L）

          Ｓ０ ：排水水質　（mg/L）

          Ｑ  ：現状での水量　（m３/日）

　　　　　Ｑ０ ：排水量　（m３/日）

4） 予測対象時期

予測対象時期は、低水期及び平水期とする。

5） 予測条件

予測条件は、事業計画、既存資料調査結果及び現地調査結果等を基に設定した。

また、放流水の水質や変更後に増加する流量については、平成20年９月～平成21年８月の放流水の監視結果を基に設定した。

・受入廃棄物の種類及び性状

・浸出水処理設備能力及び日排水量

・浸出水の処理フロー

・放流水の水質

・放流水の放流先

①　放流水の流量及び水質濃度

変更後に増加する放流水の流量は、現施設の平均的な放流量の約80 m３/日に対して、約10 m３/日増加する90 m３/日と計画しているが、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値で予測することを基本とした。

このため、予測に用いる「変更後に増加する放流水量」は、浸出水処理設備の処理能力（最大放流量）の150 m３/日と現施設の平均的な放流量（80 m３/日）の差の70 m３/日を基本とし、必要に応じて平均的な放流量の差を考慮することとした。

また、放流水の水質濃度は、現施設での放流水の監視結果（平成20年９月～平成21年８月の年平均値等）を基に表5-5-7に示すとおりとした。

　なお、設置時の調査書の予測では、放流水量については浸出水処理設備の処理能力（最大放流量）の150 m３/日を、水質については隣接する第５工区最終処分場の放流水質の実績値を予測条件としていた。
表5-5-7 予測に用いた放流水の水質濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類:pg-TEQ/L、その他:mg/L）
	項　目
	   放流水の注)１
水質濃度
	定量

下限値
	排水

基準値
	自主管理

基準値
	[参考]

環境基準値
	[参考]

農業用水基準値

	生活

環境

・

農業

用水

項目
	BOD※
	1.5 (0.5～3.1)
	0.5
	60
	10
	3以下
	－

	
	COD※
	6.4 (2.9～11)
	0.5
	90
	15
	－
	6以下

	
	SS※
	1.4 (<1～4)
	1
	60
	10
	25以下
	100以下

	
	全窒素※
	4.2 (0.6～8.9)
	0.01
	120
	10
	－
	1以下

	
	全燐※
	0.05

(<0.05～0.06)
	0.05
	16
	1
	－
	－

	
	全亜鉛
	0.01
	0.01
	2
	0.03以下
	0.5以下

	
	銅
	<0.01
	0.01
	3
	－
	0.02以下

	健　　

康

項

目
	カ ド ミ ウ ム
	<0.001
	0.001
	0.1
	0.01以下
	－

	
	全 シ ア ン
	<0.1
	0.1
	1
	検出されないこと。※
	－

	
	鉛
	<0.005
	0.005
	0.1
	0.01以下
	－

	
	六 価 ク ロ ム
	<0.02
	0.02
	0.5
	0.05以下
	－

	
	砒 素
	<0.001
	0.001
	0.1
	0.01以下
	0.05以下

	
	総 水 銀
	<0.0005
	0.0005
	0.005
	0.0005以下
	

	
	ア ル キ ル 水 銀
	<0.0005
	0.0005
	検出されないこと。※
	検出されないこと。※
	－

	
	Ｐ Ｃ Ｂ
	<0.0005
	0.0005
	0.003
	検出されないこと。※
	－

	
	ジクロロメタン
	<0.002
	0.002
	0.2
	0.02以下
	－

	
	四 塩 化 炭 素
	<0.0002
	0.0002
	0.02
	0.002以下
	－

	
	1,2-ジクロロエタン
	<0.0004
	0.0004
	0.04
	0.004以下
	－

	
	1,1-ジクロロエチレン
	<0.002
	0.002
	0.2
	0.02以下
	－

	
	シス-1,2-ジクロロエチレン
	<0.004
	0.004
	0.4
	0.04以下
	－

	
	1,1,1-トリクロロエタン
	<0.001
	0.001
	3
	1以下
	－

	
	1,1,2-トリクロロエタン
	<0.0006
	0.0006
	0.06
	0.006以下
	－

	
	トリクロロエチレン
	<0.003
	0.003
	0.03
	0.03以下
	－

	
	テトラクロロエチレン
	<0.0005
	0.0005
	0.01
	0.01以下
	－

	
	1,3-ジクロロプロペン
	<0.0002
	0.0002
	0.02
	0.002以下
	－

	
	チ ウ ラ ム
	<0.0006
	0.0006
	0.06
	0.006以下
	－

	
	シ マ ジ ン
	<0.0003
	0.0003
	0.03
	0.003以下
	－

	
	チオベンカルブ
	<0.002
	0.002
	0.2
	0.02以下
	－

	
	ベ ン ゼ ン
	<0.001
	0.001
	0.1
	0.01以下
	－

	
	セ レ ン
	<0.001
	0.001
	0.1
	0.01以下
	－

	
	硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
	7.3
	0.05
	200
	10以下
	－

	
	ふ っ 素
	0.5
	0.1
	15
	0.8以下
	－

	
	ほ う 素
	1.4
	0.02
	50
	1以下
	－

	ダイオキシン類
	0.000047
	－
	10
	1以下
	－


注) 1.放流水の水質濃度のうち、※を付した項目は、平成20年９月～平成21年８月の年平均値(最小値～最大値)を示す。

その他の項目の水質濃度は、平成２１年８月の測定結果を示す。

なお、年平均値の算出にあたっては、測定値が定量下限値未満の場合、定量下限値として計算を行った。

2.生活環境項目の環境基準値は、大津川取水口上流及び槇尾川はＢ類型及び水生生物Ｂ類型に指定されているため、

Ｂ類型及び水生生物Ｂ類型の値を示す。

3.<は定量下限値未満を示す。

4.※の「検出されないこと。」とは、日本工業規格等に示す測定方法で測定した場合に、その結果が当該方法の定量限界を

下回ることを示す。

②　放流水及び放流先の流量及び水質濃度と予測手法別の項目分類

排水の放流先である新池下放流口及びその流下経路となる槇尾川、大津川の予測地点における流量及び水質濃度条件は、現地調査及び資料調査を基に表5-5-8及び表5-5-9に示すとおりに設定した。

また、表5-5-9に示す放流水質と予測地点の水質の比較結果を基に、予測手法別に以下のとおりに水質項目を分類した。

＜定性的な予測とする項目＞

○　放流水質が全ての予測地点及び時期の水質と同じか低い項目

ＢＯＤ、ＳＳ、ダイオキシン類の計３項目
○　放流水質が定量下限値未満の項目

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレンの計23項目

＜数値計算（完全混合式）による予測とする項目＞

○　放流水質が予測地点の水質よりも高い予測地点又は時期がある項目

ＣＯＤ、全窒素、全燐、全亜鉛、銅注）、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、

ふっ素、ほう素の計８項目
　　　　　　注）銅については、放流水質は定量下限値未満であったが、放流水の定量下限値が0.01mg/Lであり、河川等の水質の定量下限値（0.005mg/L）より大きかったため、数値計算による予測の対象項目とした。

表5-5-8 予測に用いた放流先等の流量

（単位：流量：m3/日）
	項　目
	予測時期
	新池下

放流口
	槇尾川

和田町城前橋
	槇尾川

繁和橋
	大津川

高津取水口
	大津川

大津川橋

	流量
	低水期
	1,035
	7,776
	13,932
	51,408
	54,756  

	
	平水期
	1,035
	21,600
	13,435
	63,331
	71,496  


注）1.低水期流量は、新池下放流口は現地測定結果の低水期の値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成13年度から測定値がないことから、測定値のある平成12年度の最小流量を用いた。また、槇尾川の繁和橋、大津川の高津取水口及び大津川橋は平成19年度の2月、3月の測定値を用いた。

2.平水期流量は、新池下放流口は現地測定結果の低水期の値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成13年度から測定値がないことから、測定値のある平成12年度の平均流量を用いた。また、槇尾川の繁和橋、大津川の高津取水口及び大津川橋は平成19年度の5月～9月の平均流量を用いた。

表5-5-9(1)　予測に用いた放流先の水質濃度

　　（単位： mg/L）
[image: image6.emf]和泉市


注）1.低水期濃度は、新池下放流口は現地の測定結果の低水期の値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成19年度の最大値とした。また、槇尾川の繁和橋及び大津川の高津取水口は平成20年の2月、3月の平均濃度（項目によっては2月のデータのみ）を用いた。

2.平水期濃度は、新池下放流口は現地の測定結果の平水期の平均値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成19年度の平均濃度を用いた。また、槇尾川の繁和橋及び大津川の高津取水口は平成19年度の5月～9月の平均濃度（項目によっては5月、8月のデータ）を用いた。

3.平均濃度は、各予測時期に該当する調査月の濃度を流量で荷重平均算出している。
4.※は生活環境項目と農業用水項目の両方に係るものを示す。

5.網掛けは、数値計算を行う予測対象項目を示す。

6.－は測定を行っていない項目を示す。

7.<は定量下限値未満を示す。

8.予測計算にあたり、定量下限値未満については、定量下限値を用いて計算を行った。

なお、銅については、放流水質と河川水質の定量下限値が異なることから、放流水については0.01 mg/L、河川水質については0.005 mg/Lを定量下限値として計算を行った。


表5-5-9
(2)　 予測に用いた放流先等の水質濃度
[image: image7.emf]堺市

（単位： mg/L）
注）1.低水期濃度は、新池下放流口は現地の測定結果の低水期の値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成19年度の最大値とした。また、槇尾川の繁和橋及び大津川の高津取水口は平成20年の2月、3月の測定値（項目によっては2月のデータのみ）を用いた。

2.平水期濃度は、新池下放流口は現地の測定結果の平水期の平均値とし、槇尾川和田町の城前橋は平成19年度の平均濃度を用いた。また、槇尾川の繁和橋及び大津川の高津取水口は平成19年度の5月～9月の平均濃度（項目によっては5月、8月のデータ）を用いた。

3.平均濃度は、各予測時期に該当する調査月の濃度を流量で荷重平均算出している。
4.※は健康項目と農業用水項目の両方に係るものを示す。

5.網掛けは、数値計算を行う予測対象項目を示す。

6.－は測定を行っていない項目を示す。

7.<は定量下限値未満、N.Dは検出されずを示す。

8.全シアン、ＰＣＢの水質濃度の表示が、調査地点（新池下放流口を除く）によって、<（定量下限値未満）又はN.D（検出されず）となっているのは、出典先（和泉市又は大阪府）の違いによる。

表5-5-9(3)　 予測に用いた放流先等の水質濃度

（単位：pg-TEQ/L）
	項　目
	予測時期
	放流水質
	大津川大津川橋

	ダイオキシン類
	低水期
	0.000047
	0.29

	
	平水期
	
	0.25


注）1. 平水濃度は、大津川大津川橋の平成19年度の最大濃度を用いた。

2. 低水濃度は、大津川大津川橋の平成19年度の平均濃度を用いた。

（2） 予測結果

予測手法別の予測結果は、次に示すとおりである。

なお、設置時調査書では、第５工区最終処分場の実績に基づき放流水質等を設定し予測を行った結果、浸出水処理施設からの処理水放流による影響は小さいと予測されていた。また。変更（拡張）後については、現施設の実績に基づき放流水質等を設定し、拡張後の浸出水処理施設からの放流水量の増加による河川等の水質への影響について予測を行った結果、影響は小さいと予測された。

1） 定性的な予測とした項目

①　放流水質が予測地点の水質と同じか低い項目（ＢＯＤ、ＳＳ、ダイオキシン類）
ＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類については、現状の放流水質が予測地点の水質と同じか低くなっているが、これは、浸出水処理設備が適正に稼動し、放流水のＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類の濃度が自主管理基準値を大きく下回るとともに、環境基準値や農業用水基準値も下回っていることによるものである。

処分場の拡張により、浸出水処理設備からの放流水量は、現状の平均80ｍ３/日から平均90ｍ３/日と10ｍ３/日増加する計画であるが、これは、浸出水処理設備の最大処理能力（150ｍ３/日）の範囲内であることから、拡張後も、現在と同程度の放流水質を維持できるものと考えられる。

このため、現状の放流水質が予測地点の水質よりも同じか低くなっているＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類については、拡張後も現在と同程度の放流水質を維持できるため、予測地点の水質を悪化させることはなく、水質に及ぼす影響は無いと予測された。
②　放流水質が定量下限値未満の項目（健康項目23項目）
健康項目の環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素及びほう素を除く23項目については、現状の放流水質が定量下限値未満となっているが、これは、浸出水処理設備が適正に稼動し、これらの項目の放流水質が自主管理基準値を大きく下回るとともに、環境基準値も下回っていることによるものである。

処分場の拡張により、浸出水処理設備からの放流水量は、現状の平均80m３/日から平均90ｍ３/日と10ｍ３/日増加する計画であるが、これは、浸出水処理設備の最大処理能力（150ｍ３/日）の範囲内であることから、拡張後も、現在と同程度の放流水質を維持できるものと考えられる。

このため、現状の放流水質が定量下限値未満となっている健康項目23項目については、拡張後も現在と同程度の放流水質を維持できるため、予測地点の水質を悪化させることはなく、水質に及ぼす影響は無いと予測された。
2） 数値計算による予測項目（放流水質が予測地点の水質より高い地点や時期がある項目）
①　ＣＯＤ

農業用水基準項目のＣＯＤの予測結果は表5-5-10に示すとおりであり、新池下の低水期・平水期ともに、予測結果が農業用水基準値を上回っていたが、放流水質の濃度が現況水質よりも低いことから、水質への影響はないものと予測された。

また、その他の予測地点では、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。
表5-5-10  ＣＯＤの水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image8.emf]岸和田市

COD

放流水質

6.4mg/L
	低水期
	新池下
	8.2
	8.1
	<0.0
	－
	6

	
	
	槇尾川・城前橋
	5.7
	5.7
	0.0
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	4.7
	4.7
	0.0
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	5.7
	5.7
	0.0
	－
	－

	
	平水期
	新池下
	9.2
	9.0
	<0.0
	－
	6

	
	
	槇尾川・城前橋
	4.8
	4.8
	0.0
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	5.8
	5.8
	0.0
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	6.1
	6.1
	0.0
	－
	－


②　全窒素
農業用水基準項目の全窒素の予測結果は表5-5-11に示すとおりであり、新池下の低水期で現況濃度から0.1mg/L増加して2.6mg/L、平水期で0.22mg/L増加して0.96mg/Lとなり、低水期は農業用水基準値を上回り、平水期は農業用水基準値を下回る予測結果となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値が70 m３/日、全窒素濃度が4.2mg/Lの予測条件によるものである.
このため、新池下について、今回の拡張で増加する平均的な汚濁負荷量（放流水量は10ｍ３/日の増加、全窒素濃度は4.2mg/L）で予測した結果、低水期は現況濃度と変わらず2.5mg/L、平水期で0.03mg/L増加して0.77mg/Lと予測された。

したがって、平水期については農業用水基準値を下回るとともに、寄与濃度も0.03mg/L程度と小さいことから、拡張による影響は小さいと予測された。また、低水期については、農業用水基準値を上回っているものの、現況濃度と変わらないとともに、利水時期ではないことから、影響は小さいと予測された。

その他の予測地点では、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はなく、影響はほとんどないものと予測された。
表5-5-11  全窒素の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image9.emf]貝塚市

全窒素

放流水質

4.2mg/L
	低水期
	新池下　注）
	2.5
	2.6
	0.1
	－
	1

	
	
	槇尾川・城前橋
	2.2
	2.2
	0.0
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	2.6
	2.6
	0.0
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	2.4
	2.4
	0.0
	－
	－

	
	平水期
	新池下　注）
	0.74
	0.96
	0.22
	－
	1

	
	
	槇尾川・城前橋
	1.6
	1.6
	0.0
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	2.2
	2.2
	0.0
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	2.1
	2.1
	0.0
	－
	－


注）表中の予測結果は、安全側の予測の観点から、増加する放流水量の最大値70 m３/日で予測した結果であり、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日の増加）で予測した結果は以下のとおりである。

低水期　：　2.5mg/L（現況濃度と同じ）

平水期　：　0.77mg/L（現況濃度から0.03mg/L増加）

③　全燐
全燐の予測結果は表5-5-12に示すとおりであり、新池下の低水期・平水期ともに寄与濃度の増加がないことから、水質への影響はないものと予測された。

また、その他の予測地点については、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-12　全燐の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image10.emf]牛滝川

全燐

放流水質

0.05mg/L
	低水期
	新池下
	0.045
	0.045
	0.00
	－
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.12
	0.12
	0.00
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.09
	0.09
	0.00
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.14
	0.14
	0.00
	－
	－

	
	平水期
	新池下
	0.055
	0.055
	0.00
	－
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.09
	0.09
	0.00
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.25
	0.25
	0.00
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.22
	0.22
	0.00
	－
	－


④　全亜鉛

環境基準項目及び農業用水基準項目の全亜鉛の予測結果は表5-5-13に示すとおりであり、全ての予測地点の予測結果が環境基準値又は農業用水基準値を下回っていた。

また、すべての予測地点で、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はほとんどないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-13　全亜鉛の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image11.emf]松尾川

全亜鉛

放流水質

0.01mg/L
	低水期
	新池下
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	0.5

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.004
	0.004
	0.000
	0.03
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	－
	－
	－
	0.03
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.016
	0.016
	0.000
	0.03
	－

	
	平水期
	新池下
	0.002
	0.003
	0.001
	－
	0.5

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.004
	0.004
	0.000
	0.03
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.017
	0.017
	0.000
	0.03
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.015
	0.015
	0.000
	0.03
	－


⑤　銅
農業用水基準項目の銅の予測結果は表5-5-14に示すとおりであり、新池下の低水期・平水期ともに、予測値が農業用水基準値を下回っていた。

また、すべての予測地点で、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-14  銅の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image12.emf]東槇尾川

銅

放流水質

0.01mg/L未満
	低水期
	新池下
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	0.02

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	－
	－
	－
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.006
	0.006
	0.000
	－
	－

	
	平水期
	新池下
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	0.02

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.008
	0.008
	0.000
	－
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.005
	0.005
	0.000
	－
	－


注）放流水質は0.01mg/L未満であるが、予測にあたっては0.01mg/Lとして計算を行った。
⑥　硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
健康項目の「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素」の予測結果は表5-5-15に示すとおりであり、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、新池下の低水期では現況濃度の約2分の１に相当する0.41mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値が70 m３/日、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素濃度が7.3mg/Lの予測条件によるものである.

このため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な汚濁負荷量（放流水量は10ｍ３/日の増加、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素濃度は7.3mg/L）で予測した結果、予測濃度は0.83mg/Lであり、環境基準値を下回るとともに、寄与濃度は定量下限値（0.05mg/L）と同程度（0.06mg/L）と小さいことから、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点については、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-15  硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	硝酸性窒素
及び
亜硝酸性窒素
[image: image13.emf]新池上・下

放流水質

7.3mg/L
	低水期
	新池下注）
	0.77
	1.18
	0.41
	10
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	－
	－
	－
	10
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	2.0
	2.0
	0.0
	10
	

	
	
	大津川・高津取水口
	1.7
	1.7
	0.0
	10
	

	
	平水期
	新池下
	－
	－
	－
	10
	

	
	
	槇尾川・城前橋
	－
	－
	－
	10
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	1.6
	1.6
	0.0
	10
	

	
	
	大津川・高津取水口
	1.4
	1.4
	0.0
	10
	


注）表中の予測結果は、安全側の予測の観点から、増加する放流水量の最大値70 m３/日で予測した結果であり、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日の増加）で予測した結果、現況濃度から0.06　mg/L増加の0.83mg/Lであった。

⑦　ふっ素
健康項目のふっ素の予測結果は表5-5-16に示すとおりであり、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、新池下の低水期で0.02mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値が70 m３/日、ふっ素濃度が0.5mg/Lの予測条件によるものである.

このため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な汚濁負荷量（放流水量は10ｍ３/日の増加、ふっ素濃度は0.5mg/L）で予測した結果、予測濃度は現況濃度と同じ0.16mg/Lであり、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点についても、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-16  ふっ素の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準値

	[image: image14.emf]忠岡町

ふっ素
放流水質

0.5mg/L
	低水期
	新池下注）
	0.16
	0.18
	0.02
	0.8
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.11
	0.11
	0.00
	0.8
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.12
	0.12
	0.00
	0.8
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.11
	0.11
	0.00
	0.8
	－

	
	平水期
	新池下
	－
	－
	－
	0.8
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	0.11
	0.11
	0.00
	0.8
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.19
	0.19
	0.00
	0.8
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.21
	0.21
	0.00
	0.8
	－


注）表中の予測結果は、安全側の予測の観点から、増加する放流水量の最大値70 m３/日で予測した結果であり、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日の増加）で予測した結果、現況濃度と同じ0.16mg/Lであった。

⑧　ほう素
健康項目のほう素の予測結果は表5-5-17に示すとおりであり、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、槙尾川・繁和橋及び大津川・高津取水口では0.01mg/L以下であったものの、新池下の低水期では現況濃度の約２分の１に相当する0.08mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値が70 m３/日、ほう素濃度が1.4mg/Lの予測条件によるものである.

このため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な汚濁負荷量（放流水量は10ｍ３/日の増加、ほう素濃度は1.4mg/L）で予測した結果、予測濃度は0.17mg/Lであり、寄与濃度は定量下限値（0.02mg/L）を下回る0.01mg/Lと小さいことから、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点については、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がほとんどないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

表5-5-17  ほう素の水質予測結果

（単位：mg/L）
	予測

項目
	予測

時期
	予測地点
	①現況濃度
	②予測結果
	寄与濃度

（②－①）
	環境

基準値
	農業用水

基準

	[image: image15.emf]槇尾川

ほう素
放流水質

1.4mg/L
	低水期
	新池下注）
	0.16
	0.24
	0.08
	1
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	－
	－
	－
	1
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.22
	0.23
	0.01
	1
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.11
	0.11
	0.00
	1
	－

	
	平水期
	新池下
	－
	－
	－
	1
	－

	
	
	槇尾川・城前橋
	－
	－
	－
	1
	－

	
	
	槇尾川・繁和橋
	0.21
	0.22
	0.01
	1
	－

	
	
	大津川・高津取水口
	0.08
	0.08
	0.00
	1
	－


注）表中の予測結果は、安全側の予測の観点から、増加する放流水量の最大値70 m３/日で予測した結果であり、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日の増加）で予測した結果、現況濃度から0.01mg/L増加の0.17mg/Lであった。

 影響の分析

（1） 分析の基本的な考え方

水質の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行った。

（2） 分析の結果

１）影響の回避または低減に係る分析

水質の影響を、可能な限り小さくするため、以下の措置を講じることとする。

・埋立地周辺の雨水は、埋立地内に流入させないように、側溝及び沈砂機能を備えた防災調整池を経て放流する。

・埋立地内の雨水のうち、廃棄物に触れない掘削法面に降った雨水も同様に、側溝及び沈砂機能を備えた防災調整池（雨水集排水施設）を経て放流する。

・埋立地内の雨水のうち、上記以外の水は、脱窒・凝集沈殿・活性炭濾過等の設備を持つ浸出水処理施設にて管理基準値以下に処理後、沈砂機能を備えた防災調整池を経て放流する。

・浸出水による地下水汚染を防止するため、遮水シートを敷設するとともに、観測井において地下水質の異常の有無を毎月確認し、遮水シートの長期的な安全性の確保に努める。
・浸出水処理施設の調整槽は、沈殿物の除去清掃作業に必要なタラップを取り付けるなど、適切な維持管理を行うことが出来るようにする。

・埋立終了後も知事の廃止の確認がされる時点までは、浸出水処理施設を稼働し、放流水のモニタリングを行う。

以上のことから、施設等の稼働による水質が周辺環境に及ぼす影響は、実行可能な範囲で回避・低減されていると分析する。

２）生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下のとおりとした。

[image: image16.emf]光明池


①　定性的な予測とした項目

ア　放流水質が予測地点の水質と同じか低い項目（ＢＯＤ、ＳＳ、ダイオキシン類）

ＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類については、現状の放流水質が予測地点の水質と同じか低くなっているが、これは、浸出水処理設備が適正に稼動し、放流水のＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類の濃度が自主管理基準値を大きく下回るとともに、環境基準値や農業用水基準値も下回っていることによるものである。

処分場の拡張により、浸出水処理設備からの放流水量は、現状の平均80ｍ３/日から平均90ｍ３/日と10ｍ３/日増加する計画であるが、これは、浸出水処理設備の最大処理能力（150ｍ３/日）の範囲内であることから、拡張後も、現在と同程度の放流水質を維持できるものと考えられる。

このため、現状の放流水質が予測地点の水質よりも同じか低くなっているＢＯＤ、ＳＳ及びダイオキシン類については、拡張後も現在と同程度の放流水質を維持できるため、予測地点の水質を悪化させることはなく、水質に及ぼす影響は無いと予測された。
以上のことから、水質に対する影響はないものと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

イ　放流水質が定量下限値未満の項目

健康項目の環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素及びほう素を除く23項目については、現状の放流水質が定量下限値未満となっているが、これは、浸出水処理設備が適正に稼動し、これらの項目の放流水質が自主管理基準値を大きく下回るとともに、環境基準値も下回っていることによるものである。

処分場の拡張により、浸出水処理設備からの放流水量は、現状の平均80ｍ３/日から平均90ｍ３/日と10ｍ３/日増加する計画であるが、これは、浸出水処理設備の最大処理能力（150ｍ３/日）の範囲内であることから、拡張後も、現在と同程度の放流水質を維持できるものと考えられる。

このため、現状の放流水質が定量下限値未満となっている健康項目23項目については、拡張後も現在と同程度の放流水質を維持できるため、予測地点の水質を悪化させることはなく、水質に及ぼす影響は無いと予測された。
以上のことから、水質に対する影響はないものと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

② 数値計算による予測項目（放流水質が予測地点の水質より高い地点や時期がある項目）
ア　ＣＯＤ

農業用水基準項目のＣＯＤについては、新池下の低水期・平水期ともに、予測結果が農業用水基準値を上回っていたが、放流水質の濃度が現況水質よりも低いことから、水質への影響はないものと予測された。

また、その他の予測地点では、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、河川水質への影響はほとんどないものと予測された。
以上のことから、水質に対する影響はほとんどないと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

イ　全窒素

農業用水基準項目の全窒素については、新池下の低水期で現況濃度から0.1mg/L増加して2.6mg/L、平水期で0.22mg/L増加して0.96mg/Lとなり、低水期は農業用水基準値を上回り、平水期は農業用水基準値を下回る予測結果となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値（70 m３/日）によるものであるため、新池下について、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日）で予測した結果、低水期は現況濃度と変わらず2.5mg/L、平水期で0.03mg/L増加して0.77mg/Lと予測された。

したがって、平水期については農業用水基準値を下回るとともに、寄与濃度も0.03mg/L程度と小さいことから、拡張による影響は小さいと予測された。また、低水期については、農業用水基準値を上回っているものの、現況濃度と変わらないとともに、利水時期ではないことから、影響は小さいと予測された。

その他の予測地点では、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はなく、影響はほとんどないものと予測された。
以上のことから、水質に対する影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

ウ　全燐
全燐については、全ての予測地点で低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、河川水質への影響はほとんどないものと予測された。
以上のことから、水質に対する影響はほとんどないと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

エ　全亜鉛

環境基準項目及び農業用水基準項目の全亜鉛については、全ての予測地点の予測結果が環境基準値又は農業用水基準値を下回っていた。

また、すべての予測地点で、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はほとんどないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

以上のことから、水質に対する影響はほとんどないと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

オ　銅

農業用水基準項目の銅については、新池下の低水期・平水期ともに、予測値が農業用水基準値を下回っていた。

また、すべての予測地点で、低水期・平水期ともに寄与濃度の増加はないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。
以上のことから、水質に対する影響はほとんどないと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

カ　硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
健康項目の「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素」については、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、新池下の低水期では現況濃度の約2分の１に相当する0.41mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値（70 m３/日）によるものであるため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日）で予測した結果、予測濃度は0.83mg/Lであり、環境基準値を下回るとともに、寄与濃度は定量下限値（0.05mg/L）と同程度（0.06mg/L）と小さいことから、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点については、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

以上のことから、水質に対する影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

キ　ふっ素
健康項目のふっ素については、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、新池下の低水期で0.02mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値（70 m３/日）によるものであるため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日）で予測した結果、予測濃度は現況濃度と同じ0.16mg/Lであり、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点についても、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。
以上のことから、水質に対する影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

ク　ほう素
健康項目のほう素については、予測を行った全ての予測地点及び時期で環境基準値を下回っていた。また、寄与濃度は、槙尾川・繁和橋及び大津川・高津取水口では0.01mg/L以下であったものの、新池下の低水期では現況濃度の約２分の１に相当する0.08mg/L増加する予測となった。

しかし、これらの予測結果は、安全側の予測を行うとの観点から、増加する放流水量の最大値（70 m３/日）によるものであるため、新池下の低水期について、今回の拡張で増加する平均的な放流水量（10ｍ３/日）で予測した結果 、予測濃度は0.17mg/Lであり、寄与濃度は定量下限値（0.02mg/L）を下回る0.01mg/Lと小さいことから、影響は小さいと予測された。

また、その他の予測地点については、予測結果が低水期・平水期ともに環境基準値を下回るとともに、寄与濃度の増加がほとんどないことから、水質への影響はほとんどないものと予測された。

以上のことから、水質に対する影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。




































































































・水質に係る環境基準又は農業用水基準との整合が図られていること。


・予測地点の水質が既に環境基準値等を超えている項目については、浸出水処理設備からの放流水による影響が環境基準等の達成と維持に支障を及ぼさないこと。
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　　図 5-5-2　現地調査地点位置（水質）
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